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原典をたどってもう一度話の内容を思い出そう！！ 
 

【問題部分】 
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【解答部分】 

 

 

☆皆さん考えてきましたか？☆ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題 

（DFE）’＝０を解くことによって何が求まるでしょうか？そして、この状態のときにロ

ピタルはつりあうといっているけれどもこの（DFE）’＝０の解を求めることの意味は一

体何だろうか？ 

 

この原典の続きはこのような文章が続いています。 
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～まだこれとは別のやり方があります。～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

実際に原典に戻ってみると幾何学の解法が次に載っています。 

さっそく原典の幾何学的方法の部分をみてみよう！！ 

【幾何部分 原典 一部抜粋】 

 

 

この当時微分法というものは、すべての人に認められていなか

ったため幾何を用いて再度確認の必要がありました。（参考資

料参照） 

う ろ だ ぜ な 
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【日本語 要約】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
前ページの原典の穴埋めをしよう！！そしてそこから読み取れる内容を下の図を用

いて説明してみよう！！ 
【ヒント】 

（１）下線部①のカッコ内は x,y,a,c,の記号を用いて記入してください。 

（２）下線部②は下線部分を整理した式かつその式につながるものを考えて３つのカッコ

を埋めてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

EF=ｙ BF=ｚとする。ｂ－ｚ＋ｙの値は最大の長さになることが前提である。 

そのとき、線分 FH を、角 FHC が角 CFB または角 CFD と等しくなるようにとる。そ

のときに①（△   ）と（△   ）は相似である。また、角 FHC と角 CFD

は等しいのでそのときの余角である角 FHE と角 CFE も等しくなることから、 

②（△   ）と（△   ）は相似になる。以上のことから 

CH=（      ）（∵①より）     

③HE(    ):EF(  )=EF(  ):EC(  )。（∵②より） 

 ゆえに、④（      ）=（  ）=（   ） となる。 
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☆ もとの原典の表記はこのようになっています☆ 

 

 
 
 
 
 

微分法の結果と同じ結果が導けましたか？ 
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今度は、別の角度から結果を確認してみよう♪  

 

☆作図ツールを用いた時のおもりD の軌跡はこのようになります☆ 

 

☆グラフツールを用いるとこのようなことがわかります☆ 

 
今 DEF の式に a=2,b=5,c=3 を代入してます。（ただしa<c,0<x<a） 
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この原典の最初の序章でロピタルはこんなことを言っています！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

このことから彼の一番いいたかったことはなんだと思いますか？あなたの思うことを

自由に書いてください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆この２日間ありがとうございました☆ 

 

 

 

 

この計算法（微積分法）の適用範囲は広大なものである。力学的な曲線にも幾何

学的な曲線にも適用される。根号も何の困難も起こさず、しばしば便利でさえあ

る。望むだけの数の変数にも拡張される。あらゆる種類の無限小量の比較も容易

である。その上、接曲線や接線、最大最小問題、曲線の変曲点や尖点（せんて

ん）、反射や屈折の焦点などなどに関する驚くべき発見を無数に生み出す。そのこ

とを本書で見ていくことにしよう。          （ロピタル 『無限小解析』序章より）



 8

♪付録のページ♪ 
この問題を力学で考えたらどのような解答になるのでしょうか？参考にしてみてください！ 
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図α 
 

 


